
各
団
体
の
親
睦
を
図
ろ
う

と
呼
び
掛
け
行
わ
れ
た
も
の

で
、
相
互
協
力
や
連
携
に
結

び
つ
く
こ
と
な
ど
へ
の
期
待

が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

交
流
会
は
午
後
六
時
三
十

分
に
始
ま
り
冒
頭
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
市
民
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
井
原
の
大
坪
理
事
長
が
、

「
き
ょ
う
の
交
流
会
が
皆
様

方
の
今
後
の
活
動
に
つ
な
が

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」

な
ど
と
挨
拶
。

続
い
て
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ

て
つ
ど
え
～
る
の
利
用
状
況

や
館
内
の
様
子
、
登
録
団
体

等
を
紹
介
し
ま
し
た
。
Ｐ
Ｒ

タ
イ
ム
で
は
参
加
者
が
順
番

に
所
属
団
体
の
活
動
状
況
を

説
明
。
そ
の
ほ
か
「
つ
ど
え

～
る
を
会
議
に
利
用
す
る
だ

け
で
な
く
、
情
報
の
受
発
信

に
活
用
し
た
い
」
と
い
っ
た

建
設
的
な
意
見
な
ど
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

２
０
１
１
緑
の
カ
ー
テ
ン

コ
ン
テ
ス
ト
（
１
０
０
万
人

の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
ｉ
ｎ

井
原
駅
主
催
）
の
表
彰
式
が

十
月
十
九
日
に
行
わ
れ
、
応

募
二
十
六
点
の
中
か
ら
得
票

数
の
多
か
っ
た
次
の
団
体
と

個
人
へ
賞
状
と
副
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

最
優
秀
賞

井
原
高
校

優
秀
賞

山
岡
信
子

優
秀
賞

つ
ど
え
～
る

電
気
を
消
し
て
ス
ロ
ー
な

夜
を
楽
し
も
う
と
「
１
０
０

万
ド
ル
の
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ

ト
２
０
１
１
冬
至
ｉ
ｎ
井

原
」
が
十
二
月
十
七
日
午
後

三
時
～
同
九
時
ま
で
井
原
駅

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

実
行
委
員
会
（
上
田
勝
義

事
務
局
長
）
で
は
「
当
日
は

コ
ー
ラ
ス
や
星
を
観
る
会
、

か
ぼ
ち
ゃ
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な

ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
の

で
、
多
数
ご
来
場
下
さ
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
Ｆ
Ｃ

初
代
監
督
で
就
実
大
学
教
授

の
山
下
立
次
氏
を
迎
え
て
十

一
月
二
十
六
日
、
つ
ど
え
～

る
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

今
回
は
十
二
月
に
開
か
れ

る
第
二
回
倉
掛
文
化
祭
の
記

念
講
演
を
兼
ね
て
お
り
、
演

題
は
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」
。

つ
ど
え
～
る
や
倉
掛
自
治

会
関
係
者
は
「
多
数
ご
来
場

く
だ
さ
い
」
と
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。◇

◇

と

き
：
11
月
26
日


午
前
10
時
～

会

場
：
つ
ど
え
～
る

受
講
料
：
無

料

申

込
：
つ
ど
え
～
る
へ

11
月
22
日
締
切

【
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

フ
ァ
ジ
ア
ー
ノ
岡
山
Ｆ
Ｃ
初

代
監
督
（
平
成
二
十
二
年
～

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
。
サ
ッ
カ

ー
公
認
Ｓ
級
ラ
イ
セ
ン
ス
保

持
者
。
日
本
体
育
大
学
卒
。

岡
山
県
勝
央
町
出
身
。
昭
和

二
十
九
年
十
月
生
ま
れ
。
著

書
は
「
学
校
五
日
制
と
生
涯

ス
ポ
ー
ツ
」
な
ど
多
数
。
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井 原 市 市 民 活 動 セ ン タ ー 《 発 行 所 》

井 原市市民活動センター

715-0019 井原市井原町352-1

℡0866-62-9090（FAX兼）

http://www.ibara.ne.jp/~katudou/

E-mail:katudou@ibara.ne.jp

編集／ＮＰＯ法人市民交流

ネ ッ ト ワ ー ク 井 原

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

就
実
の
山
下
教
授
招
く

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
・
つ
ど
え
～
る
の
登
録
団
体
交
流
会
が

九
月
二
十
六
日
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
十
五
団
体
や

市
職
員
ら
三
十
七
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。

つ

ど

え

～

る

交

流

会

活動連携に期待の声

岡山県立大学の増田雅暢

教授によるまちづくり講演

会が１２月３日、つどえ～

るで開かれます。

今回は高齢社会とまちづ

くりのあり方などについて

学習します。

【と き】１２月３日

受付 9：30
開会 10：00

【会 場】つどえ～る

【講 師】岡山県立大学
増田雅暢 教授

【演 題】「高齢社会とまちづくり」

【申 込】つどえ～る 電話62-9090

【締 切】１１月３０日

【受講料】無 料

【定 員】５０人

【主 催】井原市市民活動センター

社会福祉法人

井原市社会福祉協議会

 市役所、まほろば館も利用可

12
月
に
井
原
駅
で

冬
至
の
イ
ベ
ン
ト

１
０
０
万
人
の
キ

ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト

つどえ～るで
増田教授講演

福
祉
と
ま
ち
づ
く
り

つどえ～る講演会

備
中
西
商
工
会
青
年
部
Ｏ
Ｂ

の
三
宅
輝
明
さ
ん

井原高校南校地の緑のカーテン



市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

を
作
ろ
う
と
行
政
へ
働
き
か

け
て
い
る
赤
磐
市
の
七
人
が

九
月
十
三
日
、
つ
ど
え
～
る

を
訪
れ
ま
し
た
。

意
見
交
換
会
で
は
、
自
己

紹
介
に
続
い
て
井
原
市
の
担

当
者
か
ら
、
つ
ど
え
～
る
が

指
定
管
理
に
よ
る
運
営
へ
移

行
し
た
経
緯
を
説
明
。

視
察
団
一
行
は
つ
ど
え
～

る
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
役
員
に
、
民
間
人
が
セ

ン
タ
ー
を
運
営
す
る
た
め
の

ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
質

問
。
岡
山
県
内
の
各
市
町
村

が
現
在
、
市
民
活
動
セ
ン
タ

ー
設
置
に
積
極
的
と
の
情
報

に
耳
を
傾
け
「
近
い
将
来
、

赤
磐
市
も
つ
ど
え
～
る
の
よ

う
な
施
設
が
欲
し
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
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【１階】使用無料

交流コーナー・ミーティングコーナー・

情報コーナー・インターネットコーナー

・作業コーナー・パソコンコーナー・展

示コーナー・育児ルーム兼ミニ会議室

注）コピー印刷等は実費要

注）本施設は公益的事業以外の目的には

使用できません。詳しくは事務局へ

注）倉庫の使用はご遠慮願います

注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）

9：00～17：00 １時間 200円

17：00～21：00 １時間 300円

冷暖房は１時間 100円

【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）ただし月曜日が祝日の場合、翌日の

火曜日は休館

協力 ／ 井原市社会福祉協議会 井原放送㈱ 中国新聞井原販売所

つどえ～るご利用メモ

市民活動センター・つどえ～るの

平成２３年４月～９月の半期利用者

は、過去最多の３９４４人。パソコ

ン教室の受講者は微減したものの、

各種団体の集会や情報収集目的など

の利用が増加しました。

井原町まちづくりの会（つどえ～

る登録団体・三宅秀治会長）が中心

となった井原町鬼まつり実行委員会

主催の交通安全啓発パレードが10月

23日に行われ、好天にも恵まれ多く

の見物人で賑わいました。

井原高校の生徒らもパレードや地

域ふれあい市に参加して、井原町の

鬼まつりを盛り上げました。

ミ

ニ

情

報

■つどえ～る半期利用最多

備中西商工会青年部美星支部
（代表 酒井 寛郎）

・まちづくり岡山ネットワーク
（代表 吉澤万千子）

・井原市福祉をよくする会
（代表 落合 清三）

欅の杜塾
（代表 田村 俊逸）

鳥羽踊り保存会
（代表 尾山 立志）

・プラント
（代表 吉原 正敏）

井原町まちづくりの会
（代表 三宅 秀治）

新現役の会井原支部
（代表 森 岑生）

・はっぴいひろばとまとさん家
（代表 井上 咲子）

・井原はばたき会
（代表 中島 知子）

１００万人のキャンドル
ナイトｉｎ井原駅実行委員会

（事務局 上田 勝義）
井原ＢＢＱ

（代表 細羽 宏子）
五 味 会

（代表 宮本 幸枝）
ボランティアガイド井原

（代表 北川 有紀）
井原備中神楽保存会・小中学
生伝承教室

（代表 藤井 和海）
倉掛自治連合会

（会長 倉橋 一郎）
岩崎おもちゃ病院

（代表 岩崎 勲）
・ビビット経ケ丸

（代表 鳥越恵治郎）
井原市文化協会洋画部

（部長 原田 晋作）
井原スポーツ少年団ＢＢＣ

（代表 掛橋 浩之）
たかやランニングクラブ

（代表 高木 完二）
井原ライトクラブ

（代表 森下 三男）
井原市グラウンドゴルフ協会
美星会（代表 大元 重明）
猪清サロン スミレクラブ

（代表 曽根 勝）
・市民交流ネットワーク井原

（代表 大坪 正廣）

つどえ～る登録団体
〔・印はＮＰＯ法人〕

赤
磐
市
か
ら
視
察
団

明
治
二
十
二
年
に
開
港
し

た
門
司
港
。
北
九
州
の
工
業

力
と
結
び
つ
い
て
大
陸
貿
易

の
基
地
と
な
り
、
最
盛
期
に

は
、
ひ
と
月
に
二
百
隻
近
い

外
国
船
が
入
港
し
、
国
内
航

路
を
含
め
る
と
年
間
六
百
万

人
近
い
乗
降
客
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
。

ま
ち
の
中
心
地
に
は
商
社

な
ど
の
ビ
ル
が
建

ち
並
び
、
洋
行
客

相
手
の
店
も
多

く
、
門
司
港
を
華

や
か
に
盛
り
上
げ

て
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
百

年
、
潮
騒
や
カ
モ

メ
の
声
は
昔
の
ま

ま
。
昔
な
が
ら
の

建
物
と
あ
た
ら
し

い
建
物
が
混
ざ
り

合
い
、
新
し
く
て

懐
か
し
い
門
司
港
に
生
ま
れ

変
わ
り
ま
し
た
。

粋
で
モ
ダ
ン
な

街
、
門
司
港
。
こ

こ
に
来
れ
ば
、
忙

し
い
毎
日
に
忘
れ

て
き
た
大
切
な
も

の
が
見
つ
か
る
は

ず
で
す
。

「
レ
ト
ロ
」
と

は
英
語
の
「
懐
古

的
」
を
略
し
た
言

葉
。
か
つ
て
国
際

貿
易
港
と
し
て
栄

え
た
門
司
港
に
は
当
時
の
面

影
を
偲
ば
せ
る
古
い
街
並
み

が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

古
い
街
並
み
と
新
し
い
都
市

機
能
を
う
ま
く
ミ
ッ
ク
ス
さ

せ
た
都
市
型
観
光
地
を
め
ざ

し
「
門
司
港
レ
ト
ロ
」
と
名

付
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
門
司
港
レ
ト
ロ
・
観
光
情

報
サ
イ
ト
よ
り
】

■賑やかに鬼祭りパレード

特
色
あ
る
指
定

管
理
シ
ス
テ
ム

http://www.retro-mojiko.jp/

門司港レトロ

まちおこし最前線


